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お名前：

ご住所：

電話番号：

メールアドレス：

よろしければご記入ください

沼田 たか子  行
東京都葛飾区高砂８‒２１‒１

1 2 5 ００５４お手数ですが
８５円分の切手
を貼付のうえ
投函ください

1976年 新潟県吉田町（現：燕市）生まれ。新潟大学医療技術短期
大学部看護学科卒業。日本医科大学付属病院、新潟大学附属病院に
勤務。結婚後、訪問看護師として働く。2011年 聖徳大学人文学部
心理学科卒業。生活クラブ生協加入。2013年 葛飾区新宿に転居。
子育てをしながら、生活クラブ生協まちかつしかの運営委員として
活動。2017年より区内の訪問看護ステーションに勤務。
2021年葛飾区議会議員選挙初当選（文教委員会、区民サービス向上
対策特別委員会に所属）
2023年10月より保健福祉委員会、危機管理対策特別委員会に所属
2024年 6月会派結成 みらい葛飾（生活者ネット・無所属） 副幹事長

●資格：看護師、心理相談員、介護支援専門員実務受講試験合格
●趣味：庭いじり、ヨガ

沼田たか子のプロフィール夫と息子の３人家族

葛飾区新宿在住

←香害の質問の際に提示した
　中学生がデザインしたポスター

社会での香害の認知度が上がってきている中、
葛飾区でも周知から一歩進んだ取り組みができ
ないかと考えます。
２０２４年２月、国会における香害・化学物質過敏
症についての質問の答弁で、「化学物質過敏症患者
も障害者差別解消法の合理的配慮の対象となり
うる」という内閣府の見解が示されました。
各地で合理的配慮の対象として化学物質過敏症を
明記する動きが広がってきていますが、葛飾区で
も検討していただけないでしょうか。

香害については、化学物質過敏症の症状との因果
関係や発症メカニズムについて国が現在調査して
おり、未解明な部分が多いという課題があります。
引き続き国等の動向を注視し必要に応じて検討を
すすめていきます。

学校では、給食用白衣の香りや教科書等のインク
の化学物質により体調が悪くなるお子さんに
対して個別対応がされていますが、相談できる
ことを知ってもらうための具体的表現を入れ、
相談窓口があることも含めて、効果的な周知を
要望しますが、いかがでしょうか。

より効果的な周知手法については、中学生が
デザインしたポスターの活用も含めて検討して
いきます。また、学校のホームページへの掲載
のほか、保健だよりに「お困りの方はご相談くだ
さい」といった具体的な文言を取り入れるなど、
保護者あるいは児童・生徒が香害について相談
しやすい環境となるよう、学校とも連携を図って
いきます。

「令和６年葛飾区介護人材確保に関する調査」の
自由記述には、処遇改善や人材不足など、区に
対する要望や意見が目立ちました。
今後はこの調査に人材不足の状況が具体的に
把握できる質問項目を加え、調査を行っていた
だきたいと考えますが、いかがでしょうか。

調査は介護事業所に就業する際に重視した要素、
就業継続意向、職員の確保・育成、離職防止に
向けた効果的な取り組みなどについて行って
います。人材確保が難しいため新規の契約が
難しい事業所もあると聞いているので、調査項目
の追加について、介護サービス事業者や利用者の
状況を見ながら検討していきたいと思います。

先日、訪問入浴事業者から「１日５件が平均的な
件数なのに、９件まわらざるをえない状況が
続いている」「人件費がかさむにも関わらず
派遣に頼らざるを得ない状況で経営が厳しい」
と伺いました。
訪問介護事業所の実態や人材不足の状況に
ついてはどのように把握されていますか？
実際の介護従事者の充足状況はいかがですか。

区内の訪問介護事業者数は介護サービス需要に
応じた増加になっていると認識しています。
一方、個々の事業所においては人材確保に苦慮
している状況にあることは介護事業者から
聞いているので、支援に取り組む必要があると
考えます。充足率については基本的に区全体と
して介護サービスが受けられない状況には
なっていないと考えています。

児童指導サポーターと委託事業者が連携し、
週５日、夏休みなども実施している学校があり
ます。児童指導サポーターが不足していると
ころには委託を入れ、同じように実施できるよ
うにしてはどうかと考えますが、いかがですか。

教育委員会としては、実施日数や対象学年の
拡大が図れるよう、各学校の運営委員会等への
働きかけと併せて、児童指導サポーターの
人材確保などの環境整備に努めるとともに
委託化についても検討していきます。

昨年１２月に行われた子ども区議会において、
子ども議員より「すべての学校で日数を増やし
対象学年も１年生から６年生にしてほしい」と
の発言がありました。
今年度の開催状況はいかがですか。

現在は週5日実施できる学校がある一方、
児童指導サポーターの不足などにより実施日
や参加対象学年を縮小して実施している学校
もあります。

香害は香りの強さや好みの問題ではなく、化学物質に
よる健康被害や環境問題です。
葛飾区でもさらなる効果的な周知を求めます。

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、
介護事業者・介護従事者の実態を把握し、処遇改善に
取り組む必要があります。

わくわくチャレンジ広場は安全かつ安心して自由に
遊び、学ぶことができる場所です。自由な遊びは
子どもが自分らしく育つための大切な栄養です。
すべての小学校で週５日実施し、１年生から６年生
までを対象学年にすることが求められています。

香害について介護事業所、介護従事者についてわくわくチャレンジ広場について

総括質疑とは予算審査特別委員会において、
予算について総括した質疑を一問一答形式で行うしくみです。はじめて総括質疑を行いました
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